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鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報誌です。 鹿児島県立図書館

ホットの１ 県立図書館広報紙「県図なう。」創刊

皆様に長年親しまれてきました「広報しろやま」と児童文化室便り「し

ろやまキッズ」は，平成２３年３月号をもって廃刊となりました。「広報

しろやま」は７年間，「しろやまキッズ」は１２年間にわたって県立図書

館の情報を皆様にお伝えしてきましたが，近年のパソコンやインターネ

ットの普及に対応し，当館においてもよりタイムリーな情報を発信でき

るよう，平成２３年２月にホームページを一新しました。これにより，「広

報しろやま」と「しろやまキッズ」はその役割を終え，新たに「県図な

う。」を創刊することにいたしました。

これまでの広報紙は催し物や新着図書の情報を中心に紹介してきまし

たが，「県図なう。」は“県民の皆様と県立図書館を結ぶ”ことが基本コンセプトになります。「県図なう。」をど

うぞよろしくお願いします。

ホットの２ 自宅で予約・貸出延長ができます。

みなさん御存知ですか？４月から自宅のパソコンや携帯電話から，県立図書館の本の予約と貸出延長ができるよ

うになりました。メールアドレスを登録すれば，予約した本が貸し出しできるようになったとき，メールで連絡を

もらうこともできます。また，図書館に来られた方も館内の利用者用パソコンＯＰＡＣ（オパック）で，自分自身

の予約や貸出延長ができます。従来のようにいちいちカウンターで手続きをする煩雑さが解

消されました。もちろん，蔵書検索や貸出状況の確認なども自宅のパソコンや携帯電話で簡

単にできます。新システム導入で便利になった県立図書館を上手に御利用ください。

県立図書館ＨＰ パソコンからはhttp://www.library.pref.kagoshima.jp/

携帯電話からはhttp://www.library.pref.kagoshima.jp/wo/mbp/

ホットの３ 「おやこ一冊読書」で宝本をつくろう！

県立図書館では，本年度「おやこ一冊読書」運動を進めています。これは，親子の宝物といえる本（宝本）をつ

くることを目指す運動です。これまでに読んできた本の中には，親も子も大好きな本があるはずです。「うちにと

っての親子の一冊といえば何かなあ？」と考えてみてください。きっとあるはずです。その一冊を繰り返し開いて

みましょう。その本の絵のよさ，ストーリーの面白さ，言葉のリズムのよさなどを語り合ってみましょう。大好き

な一冊の本を挟んで過ぎていく親子の時間は何にも替え難い貴重な時間です。

他の人たちにも「わが家のおやこの宝本は『どろんこハリー』だよ。絵がかわいい

のよ。ストーリーも意外性があって・・・」と自慢できたらどんなにステキでしょう。

小学生や中学生だときっとたくさんのことが語り合えることでしょう。親が子ども

の時に読んだ，思い出の本を子どもに紹介してみたり，子どもが好きな本を親も一緒

に読んでみたりするのも，宝本づくりのよい方法です。

さあ，あなたのうちの宝本は何ですか？

※「県図なう。」では，「わが家の『おやこ一冊読書』」コーナーで，取組の事例を紹介していきます。

「広報しろやま」「しろやまキッズ」最終号



４月１７日（日）おはなしのじかんスペシャル 先日，１階カウンターでのできごとです。返却に来ら

時間：１４：００～１５：００ れた高齢の女性の方から，「貸出延長してほしい。」との

場所：県立図書館大研修室 申し出がありました。返却期限を過ぎていない，予約が

対象：乳幼児～小学生，保護者など 入っていないという二つの条件を満たせば，貸出は１回

４月１７日（日）～５月１２日（木） 限り延長できます。ところが，この本は人気のある本だ

ポスター原画コンクール入賞作品展 ったようで，すでに予約がかかっていました。その方に

場所：県立図書館玄関ホール は，予約がかかっている場合は延長ができない旨をお伝

４月２０日（水），２７日（水） えしたのですが，「せっかく図書館まで来たのに・・・」

みどりのおはなしのじかん と，とても残念そうです。個人的には，延長してあげた

時間：１５：３０～１６：００ いなという気持ちでいっぱいでしたが，どうにもなりま

場所：県立図書館児童庭園 せん。４月からは，自宅でも貸出延

７月 ７日（木）親子読書研修会 長や予約ができるようになります。

時間：１３：００～１６：３０ うまく利用していただけるとありが

場所：かごしま県民交流センター たいなと，つくづく思うことでした。

対象：読書活動に関心のある方 (Ike)

児童文化室でお聞きした

母親Ｍさんと息子さんＳ君（２才）にお聞きしました。

我が家の一冊は，「がちゃがちゃ どんどん」です。この本は，祖父

が出張のお土産として買ってきてくれたものです。

それまで，あまり絵本に興味を示さなかった子どもが，わたしの読

み聞かせに合わせて，「かーんかーん」「ぶわあ」と語るようになりま

した。そして，次第に絵の色や形を覚え，自分から語るようになりま

した。「この子も絵本が好きなんだ。」と感じさせてくれるとともに，

読み聞かせの楽しさを教えてくれ，読み聞かせにはまるきっかけにな

った一冊です。早く次のページをめくりたがり，破れた部分もありま

すが，我が家の宝物になっています。

図書館カレンダー

次の３つの絵本の中に共通して出てくる登場人物
つぎ え ほん なか きよう つう で と う じよう じん ぶつ

（人や動物）は何でしょう。
ひと ど うぶつ なに

『いない いない ばあ』

『おつきさまってどんなあじ？』

『おしいれのぼうけん』

この３冊は名作です。ぜひ読んでみてね。
さつ めい さ く よ

【クイズに答えてプレゼントをもらおう!!】 ○ 毎週水曜日15:30～16:00 おはなしのじかん
こ た

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化室 ○ ４月１７日(日) おはなしのじかんスペシャル
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か しつ

にある箱に入れてください。抽選で正解者２０名にしおりなど ○ ４月の新着図書の日 １５日(金)，２８日(木)
はこ い ちゆうせん せいかいしや めい

のプレゼントを差し上げます。 児童文化室の新着図書は，２３日(土)


